
VPLSの設定：IPv4ユニキャスト用ルーテッ
ド擬似回線 IRB

VPLS：IPv4ユニキャスト用ルーテッド擬似回線 IRB機能を使用すると、ルータを使用する代
わりにスイッチインターフェイスでトラフィックをルーティングできます。

• VPLSの設定に関する制約事項：IPv4ユニキャスト用のルーテッド擬似回線 IRB（1ペー
ジ）

• VPLSに関する情報：IPv4ユニキャスト用のルーテッド擬似回線 IRB（1ページ）
• VPLSの設定：IPv4ユニキャスト用のルーテッド擬似回線 IRB（5ページ）
•例：分散型 IRBの設定（5ページ）
• VPLSの設定に関する機能履歴：IPv4ユニキャスト用のルーテッド擬似回線 IRB（6ペー
ジ）

VPLSの設定に関する制約事項：IPv4ユニキャスト用の
ルーテッド擬似回線 IRB

•この機能は、マルチキャストルーティングプロトコルで設定されたドメインではサポート
されません。

•この機能は、IPv6アドレスファミリではサポートされていません。

• VPLS over GREは、Integrated Routing and Bridging（IRB）ではサポートされていません。

VPLSに関する情報：IPv4ユニキャスト用のルーテッド擬
似回線 IRB

次の項では、VPLS：IPv4ユニキャスト用ルーテッド擬似回線 IRBについて説明します。
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VPLSについて：IPv4ユニキャスト用のルーテッド擬似回線 IRB
VPLS：IPv4ユニキャスト用ルーテッド擬似回線 IRB機能により、仮想プライベートLANサー
ビス（VPLS）マルチポイントプロバイダーエッジ（PE）デバイスインターフェイスで、PE
デバイス間の擬似回線（PW）接続用のレイヤ 2フレームのスイッチとともにレイヤ 3トラ
フィックをルーティングできます。インターフェイス間でのフレームのルーティング機能は、

同じデバイス上のレイヤ 3ネットワーク（VPNまたはグローバル）へのPWの終了、またはレ
イヤ 2トンネルを介したレイヤ 3フレームのトンネリング（VPLS）には影響しません。

集中型 Integrated Routing and Bridging
集中型 Integrated Routing and Bridging（IRB）では、PEデバイスの 1つのインターフェイスだ
けがドメイン内で IRBで設定されます。PEデバイスに接続されているすべてのホストデバイ
スは、この IRBインターフェイス IPアドレスをゲートウェイとして設定されます。

次の図は、集中型 IRBで設定されたドメインを示しています。図は、IRBがPEデバイス（PE1）
インターフェイスで設定されていることを示しています。カスタマーエッジ（CE）デバイス
（CE1、CE2、および CE3）に接続されているすべてのホストは、ゲートウェイとして IRBイ
ンターフェイス IPアドレス（10.10.10.1）を使用して設定されます。このシナリオでは、レイ
ヤ 3ルータ（30.30.30.0/24）を宛先とするパケットでのみレイヤ 3パケットの書き換えが行わ
れます。これは、それらのインターフェイスまたはルータがPE1デバイスから到達可能である
ためです。すべてのホストは、同じブリッジドメイン（10.10.10.x）の一部であるため、レイヤ
2でのみ通信します。
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図 1 :集中型 IRB

分散型 Integrated Routing and Bridging
分散型 IRBでは、すべての PEデバイスのすべてのインターフェイスがドメイン内の IRBで設
定されます。PEデバイスで有効になっているルーティングプロトコルにより、PEデバイス間
でルートを学習できます。

次の図は、分散型 IRBで設定されたドメインを示しています。Enhanced InteriorGatewayRouting
Protocol（EIGRP）は、ルータ（30.30.30.0/24および 40.40.40.0/24）がルートを交換できるよう
に、PEデバイス（PE1および PE2）のインターフェイスに設定されます。CEデバイスに接続
されているホストは、ローカル IRBインターフェイスの IPアドレスをゲートウェイとして設
定されます。たとえば、ホスト 10.10.10.3はゲートウェイとして IRBインターフェイス IPア
ドレス 10.10.10.1で設定され、ホスト 10.10.10.4はゲートウェイとして IRBインターフェイス
IPアドレス 10.10.10.2で設定されます。このシナリオでは、着信トラフィックがスイッチ仮想
インターフェイス（SVI）を経由する場合、同じブリッジドメイン（10.10.10.x）下の IRBイン
ターフェイス間で関係が形成されるため、MPLSネットワークを介してSVIから発信トラフィッ
クに到達することもできます。
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図 2 :分散型 IRB

上記の図では、PE2を介して到達可能なルータインターフェイス宛てのトラフィックがPE1に
着信する場合、ルーティングはゲートウェイの設定に基づいて PE（つまり PE2）の出力で行
われます。このようなシナリオでは、PE2に到達するパケットは、常に、送信元MACをホス
トMACとして持ち、ゲートウェイMAC（エージングタイム後にエージアウトする）は持ち
ません。ゲートウェイMACがエージアウトすると、逆方向のトラフィックでフラッディング
が発生します。したがって、非対称ルーティングの場合は、VPLSドメイン内のPE間でフラッ
ディングが発生しないように、MACエージングタイムよりも短い ARPタイムアウトを IRB
インターフェイスに設定することを推奨します。

このシナリオ（CE1からトラフィックが着信するシナリオ）では、入力インターフェイスと出
力インターフェイスの両方が PE1の転送パイプラインの SVIを指します。これは予期された
動作ですが、ICMPリダイレクトメッセージが生成されます。したがって、分散型 IRBの場合
に ICMPリダイレクトメッセージが生成されないように、インターフェイスコンフィギュレー
ションモードで SVIに no ip redirectsコマンドを設定することを推奨します。

VPLSでサポートされる機能：IPv4ユニキャスト用のルーテッド擬似回
線 IRB

VPLSで設定されたインターフェイスでサポートされている機能は次のとおりです。IPv4ユニ
キャスト機能のルーテッド擬似回線 IRB：

• IPv4ユニキャストルーティングプロトコル
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• VPNルーティングおよび転送（VRF）

• DHCPリレー

• Address Resolution Protocol（ARP）タイムアウト

• Internet Control Message Protocol（ICMP）リダイレクトメッセージのブロッキング

VPLSの設定：IPv4ユニキャスト用のルーテッド擬似回線
IRB

VPLS：IPv4ユニキャストのルーテッド擬似回線 IRBを設定するには、次の手順を実行します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

プロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。Device> enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

VLANインターフェイスを設定し、イン
ターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

interface vlan vlan-id

例：

Device(config)# interface vlan 100

ステップ 3

VLAPポートにバインドするレイヤ 2
VFIを指定します。

xconnect vfi vfi-name

例：

ステップ 4

Device(config-if)# xconnect vfi VFI100

インターフェイスに IPアドレスを割り
当てます。

ip address ip-address mask

例：

ステップ 5

Device(config-if)# ip address
10.10.10.1 255.255.255.0

例：分散型 IRBの設定

次に、分散型 IRBを設定する例を示します。
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Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# template type pseudowire VPLS
Device(config-template)# encapsulation mpls
Device(config-template)# l2vpn vfi context VPLS
Device(config-template)# vpn id 10
Device(config-template)# member pseudowire1
Device(config-if)# end

Device(config)# interface pseudowire1
Device(config-if)# source template type pseudowire VPLS
Device(config-if)# encapsulation mpls
Device(config-if)# signaling protocol ldp
Device(config-if)# neighbor 10.10.10.10 10
Device(config-if)# end

Device(config)# interface Vlan10
Device(config-if)# ip address 10.10.10.1 255.255.255.0
Device(config-if)# no ip redirects
Device(config-if)# member vfi VPLS
Device(config-if)# end

VPLSの設定に関する機能履歴：IPv4ユニキャスト用の
ルーテッド擬似回線 IRB

次の表に、このモジュールで説明する機能のリリースおよび関連情報を示します。

これらの機能は、特に明記されていない限り、導入されたリリース以降のすべてのリリースで

使用できます。

機能情報機能リリース

VPLS：IPv4ユニキャスト用
ルーテッド擬似回線 IRB機能
を使用すると、ルータを使用

する代わりにスイッチイン

ターフェイスでトラフィック

をルーティングできます。

VPLS：IPv4ユニキャスト用
ルーテッド擬似回線 IRB

Cisco IOS XE Amsterdam 17.2.1

Cisco FeatureNavigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポー
ト情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、https://cfnng.cisco.com/に
アクセスします。
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